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A3=1/150旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 01

今後の復元・改修計画により構造耐震指標 Ｉs に変動を生じる事があります

調査・復刻された建築平面図を基に耐震診断・補強案を示したものです。

※本資料は、「旧赤星邸保存・利活用に係る建物調査等業務委託」により

したがって、旧建物の復元等を踏まえたものではなため、

下階壁抜け柱の補強
　　軸力支持能力を確保する

極脆性柱の改善
　　構造スリットを入れる

（腰壁・垂れ壁部分の不完全スリット L＝400

又は、完全スリット L＝200 ）

既存腰壁・垂れ壁撤去後、
　増設壁（耐震壁）EW18

※ここでは、窓開口 W×h＝1500×1200 を想定

１階 Ｘ方向 Ｉs＝ 0.94
　　 Ｙ方向 Ｉs＝ 0.71（Is'=0.19）

Ａ 案

→ 0.86→ 0.86

1,700
※

1,700
※

資料４

705318
長方形
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A3=1/150旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 02

今後の復元・改修計画により構造耐震指標 Ｉs に変動を生じる事があります

調査・復刻された建築平面図を基に耐震診断・補強案を示したものです。

※本資料は、「旧赤星邸保存・利活用に係る建物調査等業務委託」により

したがって、旧建物の復元等を踏まえたものではなため、

下階壁抜け柱の補強
　　軸力支持能力を確保する

極脆性柱の改善
　　構造スリットを入れる

（腰壁・垂れ壁部分の不完全スリット L＝400

又は、完全スリット L＝200 ）

既存腰壁・垂れ壁撤去後、
　　増設壁（袖壁）W16

※ここでは、袖壁長さ L＝1200 を想定

（既存同厚、補強配筋）

　　 Ｙ方向 Ｉs＝ 0.71（Is'=0.19）

Ｂ 案
１階 Ｘ方向 Ｉs＝ 0.94

→ 0.82→ 0.82

増し打ち壁
（耐震壁）+EW15
※壁脚部アンカーボルトに

留意事項あり(別紙参照)

1,200
※

1,200
※
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A3=1/150旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 03

今後の復元・改修計画により構造耐震指標 Ｉs に変動を生じる事があります

調査・復刻された建築平面図を基に耐震診断・補強案を示したものです。

※本資料は、「旧赤星邸保存・利活用に係る建物調査等業務委託」により

したがって、旧建物の復元等を踏まえたものではなため、

Ａ 案、Ｂ 案 共通
２階 Ｘ方向 Ｉs＝ 1.63
　　 Ｙ方向 Ｉs＝ 1.24　※補強・改修なし　※補強・改修なし



株式会社レーモンド設計事務所

ARCHITECTURAL DESIGN OFFICE, INC

旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 赤星邸　 A3=1/150下階壁抜け柱補強(1) 04

写真－ｃ

写真－ａ

増設壁または増し厚壁により補強し、軸力支持能力を確保する。

下階壁抜け柱の補強(1)

したがって、通り芯位置やスリットサイズ・補強対象の躯体は概略です

※本資料は、現状写真に補強案イメージの参考となる様、図示したものです

１階 ７ 通り Ａ 軸および Ｃ 軸柱の下階壁抜け柱に対して

写真－ｂ

写真－ｄ

Ｃ

Ａ

８

６

７

７

Ａ

t＝
 16

0
L＝ 380

Ｃ
６

Ａ

Ｄ

８

７

７

Ｃ

t＝ 180L＝ 500

７

６

８

Ａ

Ｄ

Ｃ

７

Ｃ

６

７Ａ

７

ＡＣ８

修室棟渡り廊下

寝室4

寝室3

洋服箪笥

寝室2
本棚

寝室1
ﾗｼﾞｴｰﾀｰｸﾞﾘﾙ

夫人室
扉 棚

棚

日本間居間 食堂 洋服箪笥

（化粧室2）

押入 洗濯室

棚

階段2 化粧室3

（浴室1）

吊戸

UP廊下1UP

ﾗｼﾞｴｰﾀｰ ﾘﾌﾄ

中庭

渡り廊下

応接室

厨房中庭 中庭
UP

玄関2

化粧室4

執事室

階段4
ｺﾝｸﾘｰﾄ棚 DN

ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

礼拝堂渡り廊下

S

U

15

14

12

13

11

5 6 7 8 9

2,72
7

2,72
7

2,72
7

17ﾟ30'0
0"

2,72
7

2,727 2,727 2,727 2,879 3,030

1,818
1,818

1,720
1,720

5
,
2
4
2

9
7
3

7
,
7
1
8

1
,
5
0
9

3
,
6
3
6

4
,
4
8
5

1
,
0
5
8

1
,
7
5
7

667

6
0
6

6
0
6

4
,
2
6
45,817

3
,
2
5
7

5
,
0
6
0

2
,
6
5
1

1,44
7

6
,
5
1
4

2,72
7

4,81
7

1
,
3
4
8

2,72
7

3
,
2
5
7

2
,
0
3
0

6,55
5

2,727

2,727
1,394 1,485

2,727 2,727 2,727 2,879 3,030

A

C

E

1
,
5
7
9

3
,
6
3
6

2
,
2
1
2

D

真北

O

P

6
3
6

4
,
6
0
6

1
,
2
8
8

3
,
1
9
7

T
Q

R

増厚壁＝160×380

増設壁＝180×500

極脆性柱改善(3)

極脆性柱改善(2)

極脆性柱改善(1)

下階壁抜け柱補強(1)

写真－ａ

写真－ｂ

写真－ｃ

写真－ｄ

下階壁抜け柱補強(2)



株式会社レーモンド設計事務所

ARCHITECTURAL DESIGN OFFICE, INC

旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 赤星邸　 A3=1/150下階壁抜け柱補強(2)

写真－ｃ

写真－ａ

増設壁または増し厚壁により補強し、軸力支持能力を確保する。

05

下階壁抜け柱の補強(2)

したがって、通り芯位置やスリットサイズ・補強対象の躯体は概略です

※本資料は、現状写真に補強案イメージの参考となる様、図示したものです

１階 ９ 通り Ａ 軸および Ｃ 軸柱の下階壁抜け柱に対して
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旧赤星邸保存・利活用に係る耐震補強計画作成業務委託 赤星邸　 A3= － 極脆性柱の改善

極脆性柱の改善

したがって、通り芯位置やスリットサイズ・補強対象の躯体は概略です

※本資料は、現状写真に補強案イメージの参考となる様、図示したものです

(1) ６ 通り Ｄ ( E )軸柱の Ｇ ～ Ｄ 軸間のコシ壁・タレ壁に

構造スリット（完全 又は不完全）を入れ、極短柱（ｈo／Ｄ＜2）を改善する。

(2)、(3)　Ａ案・Ｂ案においては耐震壁・袖壁を接続することにより改善される。

写真－ａ

06

※ Ａ案、Ｂ案にて採用を要す

６通り Ｄ(E)軸柱の Ｇ～Ｄ 軸間のコシ壁・タレ壁に

構造スリット（完全）を入れ、極短柱（ｈo／Ｄ＜2）を改善する。

極脆性柱の改善(1)

応接室

（窓外）

中庭 （扉奥）

居間・食堂

垂れ壁、コシ壁に構造スリット（完全）を 概ね 200 mm 以上入れる

不完全スリットとする場合 概ね 400 mm 以上入れる
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真北

下階壁抜け柱補強(1)

下階壁抜け柱補強(2)

極脆性柱改善(1) 写真

極脆性柱改善(3)

極脆性柱改善(2)

写真－ａ
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